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､ 山下晶子 (日本犬･医 ･第2解剖)･
サル前頭前野 (46野)では､GABAと共存
するCa結合蛋白質であるパルプアルブミン(P
A)とカルビンジン(CD)は､陽性細胞体の分
布や錐体細胞への入力位置が異なっており､l各々､
異なる性質を持つGABA細胞の指積であると考
えられる｡また､その発達過程を観察すると､生
後90日では､CDやPA陽性シナプス終末の数は
少なく､GABA抑制系はまだ充分に成熟してい
ないことが分かっている｡この時期は､一般にシ
ナプス数が一過性の増加を示し､現に非対称性の
興奮性シナプスは多く観察される時期でもある｡
(霊長類研究所年報24(1994年)に報告)
本実験では､より遅い時期である､生後4､6､
8カ月齢のサル新皮質におけるPAやCD陽性構
造を調べた｡どのステージにおいても陽性シナプ
ス終末の一過性の増加は見られなかった｡また､
通常電顕像でも､GABA細胞からの出力である
抑制性シナプス､つまり､対称性シナプスは街着
な増加を示さないことを確認した｡生後8カ月齢
では､PA陽性シナプス終末が鐘体細胞の細胞体
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